
、
譲

る
次
第
で
あ
∵
る
。
（
㎞
悶
轟
ハ
純
山
守
、
定
盤
叫
二
・
五
〇
、
富
漏
電
前
堂
…
刊
）
〔
士
爵
田
）

⑱
多
賀
憩
就
史

多
賀
紳
趾
就
職
所
編

　
近
年
各
軸
唱
の
有
名
な
る
諸
融
山
守
の
歴
由
玉
の
由
出
版
さ
る
～
事
ん
多
鉦
・
を
加
へ

斯
界
を
御
盆
し
つ
・
あ
ろ
が
、
今
日
こ
・
に
「
多
賀
紳
祉
史
」
の
刊
行
為
熟

う
に
三
つ
象
9
本
書
ぽ
近
江
國
犬
上
郡
の
官
幣
大
融
多
賀
榊
祉
の
浩
柔
な

認
蓮
遷
る
も
の
で
、
最
近
の
一
夕
造
螢
一
回
説
念
事
業
の
｝
と
し
て
、
普

く
江
湖
に
頒
ち
融
徳
顯
現
に
資
ぜ
ん
爲
の
旧
版
で
あ
る
。
営
地
蔽
一
博
士

国
王
の
下
に
、
丈
三
士
石
村
三
一
氏
主
と
し
て
草
案
の
執
筆
に
當
り
、
労

ら
三
上
左
明
、
菅
原
敏
信
爾
學
士
の
助
力
為
得
て
成
っ
穴
も
の
で
あ
ろ
。

　
先
づ
第
一
に
祭
聯
並
に
鎭
座
、
職
名
の
由
來
等
奄
明
か
に
し
、
奈
良
朝

に
及
ん
で
紳
封
の
寄
進
あ
弓
、
そ
れ
よ
り
漸
次
上
下
の
崇
敬
為
受
け
て
趾

絡
の
昇
進
し
來
つ
六
漕
息
軍
立
し
て
み
る
。
鎌
倉
畦
代
に
至
っ
て
に
職
蓮

隆
晶
に
締
ひ
、
そ
の
巾
期
以
降
ほ
古
文
書
の
今
日
に
保
准
ぜ
ら
ろ
」
も
の

鋼
合
に
多
き
が
警
め
、
融
内
に
氏
座
郡
座
の
二
座
の
獲
生
母
見
大
ぶ
、
，
近

泣
國
に
羅
大
な
ろ
勢
力
為
書
む
ろ
山
門
領
に
濃
し
て
多
賀
氏
が
鎌
倉
幕
府

の
武
威
た
背
景
と
し
て
永
く
繋
禦
を
績
け
六
醸
等
、
口
本
祉
倉
史
上
興
味

あ
る
叙
蓮
た
見
ろ
聯
が
繊
踊
る
〇
五
辻
宮
守
良
親
王
の
野
猿
請
、
粥
北
爾

朝
か
ら
の
誘
引
等
ほ
吉
野
朝
時
代
の
抗
争
史
な
窺
ふ
に
流
露
で
あ
ら
う
。

更
に
竃
町
時
代
に
至
っ
て
に
、
鎌
倉
聴
代
事
事
久
し
く
勢
力
為
振
ひ
來
つ

敦
曲
解
雛
御
家
人
の
泓
落
に
俘
ひ
、
淋
富
寺
不
茶
立
た
上
首
と
ず
ろ
融
癬

の
活
動
と
な
り
玉
響
的
に
そ
の
儒
仰
な
流
布
す
う
に
葦
つ
糞
如
吾
、
宵
野

覇
時
代
に
端
為
嚢
マ
ろ
所
の
一
般
激
務
に
關
し
て
協
議
総
藻
ぐ
ろ
細
鱗
擬

｝
箪
十
・
入
巷
　
　
窮
四
二
　
　
　
七
鵬
六

關
の
著
し
毫
獲
麗
の
知
壱
、
又
不
動
院
聯
宮
寺
の
義
人
韓
の
餓
世
の
闘
に

於
け
る
屋
蝿
し
き
活
躍
の
如
き
敦
れ
も
現
霧
す
る
害
丈
書
古
記
錐
に
よ
り

鯖
密
に
論
究
さ
れ
て
る
る
。
更
に
此
時
代
か
ら
安
土
桃
田
暗
代
に
か
媚
て

將
軍
回
始
め
六
角
、
淺
勢
、
武
聞
、
大
内
、
織
田
馬
整
臣
諸
氏
の
本
甦
鞍

信
の
典
賓
に
ば
三
代
武
士
の
精
脚
生
活
の
こ
臨
を
考
へ
る
事
が
醐
來
ろ
で

あ
ら
う
。
江
戸
蒔
代
に
入
り
て
に
、
｝
祉
の
基
礎
漸
く
間
く
、
組
織
具
ほ

り
、
世
々
の
別
當
に
巧
に
公
武
上
下
の
問
に
虞
し
、
瀞
徳
の
賞
揚
に
努
め

て
朝
廷
武
家
藩
主
の
保
護
葎
受
け
、
更
に
一
般
衆
廉
の
間
に
薙
、
研
謂
多

賀
儒
…
仰
為
流
布
ゼ
し
む
う
に
至
つ
力
厭
態
な
蓮
べ
、
他
幅
趣
瀧
肌
領
の
寄
懸
、

概
殿
の
澁
蕾
、
祭
儀
、
瀞
脳
内
の
紛
擾
等
が
評
記
さ
れ
て
み
る
。
両
も
て
葡
恥

後
に
明
滑
畔
代
に
及
ん
で
、
融
彿
分
離
の
穴
改
革
よ
り
昭
和
の
大
蓬
蕾
完

成
に
至
る
迄
の
叙
蓮
で
終
っ
て
み
ろ
。

　
以
上
の
如
き
内
容
な
持
つ
本
丈
の
弊
、
附
錐
と
し
て
「
現
行
年
中
行
欝
・
」

「
密
例
祭
式
次
第
し
「
頭
人
名
構
表
」
「
祉
家
系
圃
」
一
「
不
動
画
歴
代
表
」
【
魔
藏

野
市
書
登
臨
」
「
瓶
藏
古
詫
録
二
黒
」
韓
が
添
加
さ
れ
、
圖
版
二
十
枚
と
霧

侯
っ
て
、
讃
潜
の
理
解
に
資
す
ろ
鮎
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
要
す
る
に
本
書
に
多
賀
榊
祉
の
趨
源
よ
り
今
“
に
董
ろ
迄
の
歴
吏
的
嚢

遽
か
詑
逃
ず
う
に
営
り
、
融
職
内
部
の
綴
織
適
度
の
諸
問
題
な
級
ふ
と
嗣

噂
に
、
常
に
一
般
噂
代
羅
曾
の
動
応
と
の
關
聯
に
於
て
、
そ
の
槻
察
の
立

脚
黙
為
求
め
乳
と
見
る
纂
が
韻
爽
よ
う
。
そ
れ
ほ
「
多
賀
榊
鮭
更
」
｝
巻
に

於
て
羅
本
強
化
更
の
一
部
門
為
齪
ろ
の
で
ほ
な
く
、
混
の
書
に
於
て
も
亦

a
本
釜
化
の
主
典
推
移
の
経
た
辿
り
得
ろ
で
あ
ら
う
。
換
言
ぜ
ば
此
書
に

著
看
の
明
確
な
意
飼
の
那
蓬
に
在
り
し
か
ほ
瑚
と
し
て
、
多
賀
脚
鰍
の
礎
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悪
、
多
賀
儒
官
の
嚢
展
な
丈
化
史
約
に
考
へ
る
と
い
ふ
結
果
に
持
來
さ
れ

て
る
る
の
で
あ
る
O
（
菊
版
二
〇
九
頁
、
附
録
　
三
三
頁
、
圖
版
二
十
葉
、

非
蟹
品
、
大
岡
由
書
店
）
〔
噂
野
谷
〕

⑳
離
宮
八
幡
宮
史

購
惣
門
著

　
東
海
道
線
京
都
大
阪
の
中
問
山
崎
騨
に
間
近
く
鱗
座
す
る
本
富
1
！
、
撒

年
前
鐵
道
用
地
と
し
て
境
内
の
雫
ぼ
た
矢
つ
大
。
こ
・
に
三
府
の
製
湘
業

者
有
志
が
境
域
改
修
峯
賛
自
存
紐
織
し
、
融
解
の
改
築
・
逡
螢
等
の
專
業

を
趨
さ
れ
索
が
、
之
存
母
線
と
し
て
愛
孫
の
編
纂
が
企
て
ら
れ
る
事
と
な

っ
た
。
か
く
て
先
に
「
古
識
寺
の
研
究
」
な
物
ざ
れ
力
魚
澄
氏
の
圃
熟
し
上

関
問
と
、
中
世
舐
倉
新
た
志
す
新
鏡
の
學
徒
浬
重
氏
の
眞
攣
な
研
究
と
枳

挨
っ
て
、
最
も
信
頼
す
・
べ
寄
託
冨
・
災
な
得
糞
事
ほ
豊
蹴
び
に
六
へ
な
い
所
で
あ

る
Q

　
當
宮
の
所
在
山
瞭
の
地
ほ
上
古
よ
り
淀
海
流
城
の
河
港
と
し
て
聞
え
、

京
都
と
い
ふ
中
世
日
本
の
心
臓
部
の
門
訴
な
な
す
要
地
で
あ
り
、
交
通
・

経
濟
．
軍
事
上
等
各
方
葱
に
於
い
て
、
此
の
土
地
の
申
世
史
上
に
誌
つ
意

義
に
重
大
な
も
の
が
あ
っ
六
。
本
書
ば
か
・
る
勲
に
留
意
し
て
、
紳
髄
の

歴
史
た
蓮
べ
う
と
共
に
、
常
に
大
子
綺
の
壷
皿
補
語
的
考
察
た
な
す
事
な

忘
れ
て
み
な
い
㌔
　
　
　
　
　
　
．

　
吾
人
に
と
っ
て
最
も
興
味
あ
る
る
の
に
油
座
と
し
て
の
大
肉
崎
聯
人
の

活
鋤
で
あ
る
。
職
實
の
磁
心
為
な
す
吉
交
書
に
胎
ん
と
歪
都
此
の
審
に
翻

す
ろ
所
の
も
の
で
、
座
の
研
究
者
の
必
ず
引
用
ず
る
も
の
で
あ
っ
索
。
今

圓
ぼ
致
ハ
等
既
知
の
・
も
の
、
傭
一
に
、
夏
r
ド
整
理
の
分
山
ハ
十
・
八
一
遊
、
仙
一
に
當
富

里

雪

融
家
疋
田
・
非
尻
爾
家
の
丈
書
記
録
を
探
訪
さ
れ
て
從
來
の
研
究
に
一
歩

た
進
め
ら
れ
六
Q

　
座
と
t
て
は
北
野
麹
座
・
興
縞
寺
の
爾
門
跡
座
・
薩
園
藁
座
等
が
知
ら

れ
て
ゐ
う
が
、
山
晦
の
油
座
の
如
く
鎌
愈
か
ら
織
艘
蒔
代
迄
蓮
綾
し
た
吏

料
た
有
す
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
且
、
そ
の
活
動
範
國
が
京
都
・

近
江
・
丹
波
・
二
重
等
畿
内
為
中
心
に
、
北
陸
・
尾
張
・
備
前
・
阿
波
・
肥
後
等

遠
騰
の
地
に
迄
及
ん
だ
事
ば
他
に
見
ら
れ
な
い
所
で
あ
ら
う
。

　
か
く
鰹
の
研
究
に
と
り
、
最
も
重
要
な
も
の
に
温
し
、
現
在
な
し
得
る

限
り
の
詳
細
な
記
蓮
が
な
さ
れ
て
る
る
か
ら
、
そ
の
一
々
の
紹
介
ぽ
到
底

限
ら
れ
六
紙
距
上
評
さ
れ
な
い
所
で
あ
る
。
こ
・
に
は
唯
座
ぱ
組
合
で
あ

る
と
の
翼
長
鰹
っ
て
、
流
人
の
醐
結
に
乏
し
て
設
い
て
る
る
事
な
注
意
し

て
鐙
か
う
。

　
爾
祭
儀
と
脚
事
に
關
し
て
は
日
輪
御
移
座
の
故
事
に
則
る
と
ゼ
ふ
「
口
掃

使
頭
祭
」
息
長
足
腫
尊
が
筑
紫
に
於
て
始
め
給
う
穴
と
い
ふ
怨
敵
退
散
の

大
御
紳
…
樂
等
が
あ
り
、
細
男
の
融
・
人
形
等
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
此
方

厨
の
研
究
に
一
南
無
な
提
供
す
う
も
の
で
あ
ら
う
。

　
重
要
な
史
料
に
谷
頭
に
翻
版
と
し
て
多
数
掃
入
さ
れ
て
る
て
、
研
究
者

に
多
大
の
｝
幌
宜
た
蹴
ハ
へ
て
る
る
O

本
書
ほ
非
響
㎝
で
あ
ろ
が
、
甥
隼
離
宮
入
幡
窩
と
大
山
崎
淋
人
」
と
い

ふ
名
で
京
都
星
野
書
屠
よ
り
綴
繊
さ
れ
ろ
。
謎
顧
ほ
既
鍾
の
も
の
に
見
ら

れ
ぬ
清
楚
な
、
感
じ
の
い
」
錯
來
映
で
あ
る
。
（
菊
剣
百
三
十
六
頁
、
圃
版

ご
＋
｝
葉
、
費
樹
さ
れ
る
分
ほ
百
二
十
頁
。
武
園
）
〔
清
沓

第
十
入
巷
　
第
四
號
　
　
七
四
七
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